
グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

平成30年度全国平均

経営比較分析表（平成30年度決算）
香川県丸亀市　福島駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

無 6,492 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ１Ｂ１ 非設置 駅

－

該当数値なし 都市計画駐車場 立体式 38 345 200 代行制 【】

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
①収益的収支比率（【誤】170.9→【正】205.3）に
ついては、料金収入の増加及び工事費の減少により
前年度に比べ上昇した。
　繰入金等もなく、②他会計補助金比率と③駐車場
一台当たりの他会計補助金額は0である。④売上高
GOP比率（【誤】45.5→【正】53.6）については、
工事費の減少により前年度に比べ上昇しており、健
全な経営状況である。
　⑤EBITDA（【誤】48,523→【正】5,441）につい
ては、前年度に比べて上昇した。前年度から実施し
ている最大料金設定などが、利用者に定着してきた
ことで、利用台数及び料金収入が増加したことによ
るものである。

H26 H27 H28 H29 H30 H27 H28 H29 H30H29 H30 H26

当該値 208.1 137.0 213.0 142.2 170.9

H26 H27 H28

2. 資産等の状況について
平均値 172.3 218.5 151.2 212.4 241.8 平均値 5.7 4.7

当該値 39.1 40.6 42.6 47.0 48.4当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

139.7 139.3 136.3 　耐震性が低く、老朽化が進んでおり、補修・改修
等に多額の費用が見込まれることから、令和2年度
策定予定の経営戦略の中で、改修による存続や廃
止・撤去も含めた施設のあり方について検討する。
このため、現時点での⑧設備投資見込額は0として
いる。
　⑩企業債残高対料金収入比率（【誤】4.7→
【正】0.0）については、企業債残高はないため、0
となっている。

3. 利用の状況について
　当該駐車場は大規模な駐車場であるが、施設規模
に対して利用者数がかなり少ないため、⑪稼働率が
類似施設の平均値よりも大きく下回っている。これ
は、隣接する商店街の衰退に伴って、当該駐車場利
用者数が激減したことによるものである。
　当該駐車場は、平成29年度から実施している営業
時間の24時間化や入庫から1時間以内無料、駐車の
開始時刻から24時間以内の最高金額を500円などの
利用率向上に向けた取組みが定着してきており、前
年度に比べ稼働率は上昇した。
　また、最高金額を500円と設定したことで、駅前
地下駐車場（最高金額1,000円）利用者が福島駐車
場を利用するようになり、駅前地下駐車場の混雑緩
和にも繋がっている。

H28 H29 H30

2.資産等の状況

4.0 2.4 2.3 平均値 136.7 138.9

H27 H28 H29 H30 H26 H27H26 H27 H28 H29 H30 H26

5,789 3,072 48,523当該値 54.5 13.3 57.0 31.7 45.5

平均値 48 46 39 25 24

当該値 5,579 4,021当該値 0 0 0 0 0

平均値 44,860 37,496 31,888 13,314 23,300平均値 33.6 33.2 29.6 29.2 30.4

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
　現在、収支は黒字で経営自体に問題はない。
　最高金額を設定したことで利用者数は増加傾向に
あり、料金収入も前年度に比べて微増であった。し
かしながら、施設の老朽化に伴って更なる設備投資
が見込まれることから、黒字幅の縮小が予想され
る。
　引き続き、指定管理者と連携し、駐車場の利用促
進を図るとともに、令和2年度に策定予定である経
営戦略の検討を進める中で、施設のあり方を議論し
ていく。

102,783

⑧設備投資見込額(千円)

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30H29 H30

 0.0 0.0 4.7 当該値 0.0当該値     
0

H26 H27 H28

平均値   

 当該値    

平均値      

0.0

239.6 224.1 155.2   平均値 254.0 280.0
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⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【16,102】

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

平成30年度全国平均

経営比較分析表（平成30年度決算）
香川県丸亀市　大手町第１駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

無 5,729 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ１Ｂ２ 非設置 公共施設

－

該当数値なし 都市計画駐車場 立体式 35 248 200 代行制 【】

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
　①収益的収支比率（【誤】170.9→【正】146.7）
については、100%以上で収支は黒字であるが、隣接
する市民会館の閉館や庁舎整備用地を無料開放等に
よる収益の減少や老朽化対策等としての修繕費の増
加により、前年度比べ数値が低下している。
　繰入金等はなく、②他会計補助金比率と③駐車場
一台当たりの他会計補助金額は0であるが、④売上
高GDP比率（【誤】45.5→【正】34.7）は、収益の
減と費用の増により低下している。
　⑤EBITDA（【誤】48,523→【正】4,754）につい
ても、前年度に比べ低下しているとともに、類似施
設の平均値より大幅に低く、収益性が低下している
ことを示しているため、経営改善に向けた取組みが
必要である。

H26 H27 H28 H29 H30 H27 H28 H29 H30H29 H30 H26

当該値 320.2 296.0 193.0 242.7 170.9

H26 H27 H28

2. 資産等の状況について
平均値 149.7 176.4 172.5 198.5 217.4 平均値 5.0 6.1

当該値 67.7 62.5 56.9 61.7 60.5当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

148.5 159.3 159.8 　老朽化が進んでいることから、今後大規模改修工
事が必要であるとともに、庁舎の建替え等の公共施
設の再編整備への対応も必要であることから、令和
2年度策定予定の経営戦略の検討の中で、今後の設
備投資の見込みを示すことにりている。このため、
現時点での⑧設備投資見込額は0としている。
　⑩企業債残高対料金収入比率（【誤】4.7→
【正】0.0）については、企業債残高はないため、0
となっている。

3. 利用の状況について
　⑪稼働率については、類似施設平均値を大きく下
回り、ほぼ横ばいで推移している。当該駐車場周辺
に民間の割安なコインパーキングが増加したことに
より、稼働率が低くなっていると考えられる。
　このため利用率の向上を図る取り組みとして、平
成30年度において営業時間の24時間化を実施した。

H28 H29 H30

2.資産等の状況

5.6 3.8 3.3 平均値 149.7 152.3

H27 H28 H29 H30 H26 H27H26 H27 H28 H29 H30 H26

8,589 10,515 48,523当該値 71.4 70.0 51.5 60.7 45.5

平均値 30 26 26 14 10

当該値 14,969 13,704当該値 0 0 0 0 0

平均値 18,295 22,959 22,148 24,086 23,885平均値 29.9 36.1 33.9 26.5 42.1

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
　現在、収支は黒字で経営自体に問題はない。
　しかしながら、施設の老朽化に伴ってさらなる設
備投資が見込まれることから、今後黒字幅の減少が
予想される。
　また、令和2年度には市民会館跡地へ庁舎が建て
替えられることとなっており、当該駐車場周辺は大
幅に再編される予定である。この再編整備にあわせ
て、令和2年度に策定を予定している経営戦略の検
討を進める中で、施設のあり方や長期的な需要の見
通しについて議論していく。

110,850

⑧設備投資見込額(千円)

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30H29 H30

 0.0 0.0 4.7 当該値 0.0当該値     
0
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【30】
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⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【16,102】

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

平成30年度全国平均

0.0

316.8 113.9 101.0   平均値 1,098.3 655.5

当該値     
0

H26 H27 H28

平均値   

 当該値    

平均値      

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
　現在、収支は黒字で経営自体に問題はない。
　しかしながら、当該駐車場は市民会館の閉館によ
り利用者数が減少傾向にあり、黒字幅の縮小が予想
される。
　また、令和2年度には市民会館跡地へ市庁舎が建
て替えられることとなっており、当該駐車場周辺は
大幅に再編される予定である。この再編整備にあわ
せて、施設のあり方や長期的な駐車場需要を見通し
たうえで、令和2年度策定予定の経営戦略の検討を
進めていく。

175,253

⑧設備投資見込額(千円)

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30H29 H30

 0.0 0.0 4.7 当該値 0.0

22,148 24,086 23,885平均値 29.9 36.1 33.9 26.5 42.1平均値 30 26 26 14 10

当該値 △3,417 4,323当該値 0 0 0 0 0

平均値 18,295 22,959

H30 H26

3,067 1,807 48,523当該値 △43.3 58.1 49.5 36.3 45.5

159.8 　老朽化が進み、消火設備や外壁の改修工事など、
大規模改修工事に多額の費用がかかる見込みであ
る。また、当該駐車場周辺は市庁舎等複合施設の整
備に伴い大幅に再編されるため、令和2年度策定予
定の経営戦略で、当該駐車場の施設のあり方につい
ても検討する。このため、現時点での⑧設備投資見
込額は0としている。
　⑩企業債残高対料金収入比率（【誤】4.7→
【正】0.0）については、企業債残高はないため、0
である。

3. 利用の状況について
　⑪稼働率については、類似施設平均値を大きく下
回り、低下傾向にある。これは、当該駐車場周辺に
民間の割安なコインパーキングが増加したことによ
るものと考えられる。また、当該駐車場はこれま
で、隣接する市民会館利用者が利用する駐車場で
あったが、平成28年度で市民会館が閉館になったこ
とにより、利用者数が減少していることも稼働率が
低下している要因である。
　利用率向上のため、平成30年度において営業時間
の24時間化を実施した。

H28 H29 H30

2.資産等の状況

5.6 3.8 3.3 平均値 149.7 152.3

H27 H28 H29 H30 H26 H27H26 H27 H28 H29

2. 資産等の状況について
平均値 149.7 176.4 172.5 198.5 217.4 平均値 5.0 6.1

当該値 75.0 84.1 71.6 67.0 66.5当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

148.5 159.3

当該値 68.1 221.0 185.4 151.2 170.9

H26 H27 H28

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
　 ①収益的収支比率（【誤】170.9→【正】
143.7）については、100%以上で収支は黒字である
が、老朽化対策等としての修繕費の増加により、前
年度比べ数値が低下している。
 繰入金等はなく②他会計補助金比率と③駐車場一
台当たりの他会計補助金額は0あるが、④売上高GDP
比率（【誤】45.5→【正】32.5）は、費用の増によ
り低下している。
　⑤EBITDA（【誤】48,523→【正】1,825）につい
ては、類似施設の平均値を下回っており、総収益が
低いことが要因と考えられる。
　なお、平成27年度の指定管理者の変更に伴って当
該駐車場にかかる人件費が削減できたことにより、
①収益的収支比率、④売上高GOP比率、⑤EBITDAの
数値は増加している。

H26 H27 H28 H29 H30 H27 H28 H29 H30H29 H30 H26

該当数値なし 都市計画駐車場 立体式 49 176 200 代行制 【】

分析欄

無 2,877 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ１Ｂ２ 非設置 公共施設

－

経営比較分析表（平成30年度決算）
香川県丸亀市　大手町第２駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)
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①収益的収支比率(％)
【297.1】
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⑩企業債残高対料金収入比率(％)
【103.6】
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⑥有形固定資産減価償却率(％)
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②他会計補助金比率(％)
【5.3】

0

5

10

15

20

25

30

35

③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
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【199.3】
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⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【16,102】

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

平成30年度全国平均

経営比較分析表（平成30年度決算）
香川県丸亀市　大手町第３駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

無 356 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ３Ｂ２ 非設置 公共施設

－

該当数値なし その他駐車場 広場式 42 14 200 代行制 【】

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
 ①収益的収支比率（【誤】170.9→【正】187.5）
については、修繕費用の増加により前年度に比べ低
下したが、100%以上であり、収支は黒字である。
　当該駐車場はコインパーキングのため、施設の改
修費等の営業費用が抑えられることから、④売上高
GOP比率（【誤】45.5→【正】49.1）は高くなって
いる。
　繰入金等もなく②他会計補助金比率と③駐車場一
台当たりの他会計補助金額は0であるため、経営は
健全である。
　⑤EBITDA（【誤】48,523→【正】2,351）につい
ては、周辺に割安な民間駐車場が増加したことによ
り当該駐車場利用者数の減少が進み、総収益が低く
なっており、類似施設と比較しても低い数値となっ
ている。

H26 H27 H28 H29 H30 H27 H28 H29 H30H29 H30 H26

当該値 738.2 199.5 207.1 171.0 170.9

H26 H27 H28

2. 資産等の状況について
平均値 277.8 443.6 355.6 358.6 298.4 平均値 2.1 2.3

当該値 228.6 221.4 221.4 228.6 207.1当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

151.6 151.2 153.8 　コインパーキングのため施設の改修費等がかから
ず、⑧設備投資見込額については0である。
　また、企業債残高もないため、⑩企業債残高対料
金収入比率（【誤】4.7→【正】0.0）も0である。

3. 利用の状況について
　当該駐車場は、飲食店街にある24時間営業のコイ
ンパーキングであるため、⑪稼働率は高く、類似施
設平均値を上回っている。しかしながら、周辺に割
安の民間駐車場が増加し、駐車場利用者数は徐々に
減少している。今後は、指定管理者と連携しなが
ら、利用者の増加に繋がる取組みを検討したい。

H28 H29 H30

2.資産等の状況

2.7 2.3 9.7 平均値 149.5 154.1

H27 H28 H29 H30 H26 H27H26 H27 H28 H29 H30 H26

2,561 2,093 48,523当該値 89.5 53.7 54.9 43.4 45.5

平均値 48 48 54 33 14

当該値 4,863 2,681当該値 0 0 0 0 0

平均値 7,497 9,663 9,019 8,406 9,239平均値 32.3 33.4 32.3 22.3 27.1

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
　現在、収支は黒字で稼働率もよく、経営自体に問
題はない。
　令和2年度に策定を予定している経営戦略の中
で、安定した収益を維持し、さらには拡大を目指す
ことを目標に、指定管理者と連携した取組みを検討
したい。

24,912

⑧設備投資見込額(千円)

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30H29 H30

 0.0 0.0 4.7 当該値 0.0当該値     
0

H26 H27 H28

平均値   

 当該値    

平均値      

0.0

69.9 59.6 51.8   平均値 45.6 85.4
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①収益的収支比率(％)
【297.1】
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⑩企業債残高対料金収入比率(％)
【103.6】
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⑨累積欠損金比率(％)

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑥有形固定資産減価償却率(％)

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

②他会計補助金比率(％)
【5.3】
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【30】
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⑪稼働率(％)
【199.3】
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④売上高ＧＯＰ比率(％)
【26.3】
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⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【16,102】

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

平成30年度全国平均

経営比較分析表（平成30年度決算）
香川県丸亀市　大手町西駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

無 1,739 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ１Ｂ２ 非設置 公共施設

－

該当数値なし 届出駐車場 立体式 24 137 200 代行制 【】

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
　①収益的収支比率（【誤】170.9→【正】430.1）
については、収支は黒字となっており、平均値も大
幅に上回っている。
　繰入金等もなく②他会計補助金比率と③駐車場一
台当たりの他会計補助金額は0であり、⑤売上GOP比
率（【誤】45.5→【正】79.3）についても、類似施
設の平均値を上回り、健全な経営ができている。
　⑤EBITDA（【誤】48,523→【正】24,163）につい
ては、駐車場利用者が比較的多いため総収益が高
く、かつ、工事費等を含む総費用が低いため、他駐
車場と比較して高い数値となり、類似施設平均値と
ほぼ変わらない状況である。

H26 H27 H28 H29 H30 H27 H28 H29 H30H29 H30 H26

当該値 98.7 435.7 306.5 466.1 170.9

H26 H27 H28

2. 資産等の状況について
平均値 149.7 176.4 172.5 198.5 217.4 平均値 5.0 6.1

当該値 143.8 145.3 157.7 160.6 149.6当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

148.5 159.3 159.8 　他の市営駐車場に比べ新しい施設であるが、構造
が立体式で施設規模も大きく、今後は外壁修繕や消
火設備の改修、防水工事などの大規模修繕工事が見
込まれるため、⑧設備投資見込額（【誤】0→
【正】508,832　）が大きくなっている。こまめな
部分修繕により劣化を最小限に抑え、大規模修繕に
かかる費用の抑制を図りたい。
　⑩企業債残高対料金収入比率（【誤】4.7→
【正】0.0）については、企業債残高はないため、0
である。

3. 利用の状況について
　当該駐車場は、付近に官公庁や企業があるととも
に、飲食店街も近接していることから昼間、夜間と
もに多くの利用がある。しかしながら、近隣におい
て民間駐車場が増加したことや建設工事の完了に伴
う定期契約の減少等により、利用者が減少したこと
で⑪稼働率も低下した。

H28 H29 H30

2.資産等の状況

5.6 3.8 3.3 平均値 149.7 152.3

H27 H28 H29 H30 H26 H27H26 H27 H28 H29 H30 H26

22,802 26,102 48,523当該値 76.4 80.8 69.3 80.5 45.5

平均値 30 26 26 14 10

当該値 23,380 24,625当該値 0 0 0 0 0

平均値 18,295 22,959 22,148 24,086 23,885平均値 29.9 36.1 33.9 26.5 42.1

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
　現在、収支は黒字で経営自体に問題はなく、安定
して黒字での経営ができているが、前年度に比べ利
用台数、使用料とも減少した。
　建設後の経過年数は他駐車場と比べて小さく、設
備投資見込額も低いため、現状の収支は良い結果と
なっている。
　しかしながら、いずれ立体駐車場は設備投資費も
多額になることを踏まえ、令和2年度策定予定の経
営戦略の中で、更新時期に向けて修繕費や更新費用
について議論してまいりたい。

78,300

⑧設備投資見込額(千円)

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30H29 H30

 0.0 0.0 4.7 当該値 0.0当該値     
0

H26 H27 H28

平均値   

 当該値    

平均値      

0.0

316.8 113.9 101.0   平均値 1,098.3 655.5
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①収益的収支比率(％)
【297.1】
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該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

平成30年度全国平均

0.0

69.9 59.6 51.8   平均値 45.6 85.4

当該値     
0

H26 H27 H28

平均値   

 当該値    

平均値      

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
　現在、収支は黒字で経営自体に問題はない。
　駐車場利用者が島しょ部航路利用者に限られてい
るため利用者数はほぼ横ばいであるが、指定管理者
や離島振興部局と連携し、島しょ部への観光客に向
けた駐車場PR等を積極的に行うことで、利用率向上
に努めたい。
　令和2年度に策定を予定している経営戦略の中で
も、現行体制での更なる収益増加に向けた取組みを
検討していく。

50,767

⑧設備投資見込額(千円)

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30H29 H30

 0.0 0.0 4.7 当該値 0.0

9,019 8,406 9,239平均値 32.3 33.4 32.3 22.3 27.1平均値 48 48 54 33 14

当該値 3,512 5,528当該値 0 0 0 0 0

平均値 7,497 9,663

H30 H26

5,063 4,790 48,523当該値 51.2 60.0 58.2 54.7 45.5

153.8 　広場式駐車場のため、⑧設備投資見込額について
は0である。
　また、企業債残高もないため、⑩企業債残高対料
金収入比率（【誤】4.7→【正】0.0）も0である。

3. 利用の状況について
　駐車場利用者がほぼ島しょ部航路利用者に限られ
ているため、利用は安定しているが、⑪稼働率は類
似施設平均値よりも大幅に低くなっている。
　大型バスが駐車できる唯一の市営駐車場であるた
め、年に数回島しょ部へのツアー客による大型バス
での利用がある。

H28 H29 H30

2.資産等の状況

2.7 2.3 9.7 平均値 149.5 154.1

H27 H28 H29 H30 H26 H27H26 H27 H28 H29

2. 資産等の状況について
平均値 277.8 443.6 355.6 358.6 298.4 平均値 2.1 2.3

当該値 54.7 52.6 55.8 53.7 52.6当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

151.6 151.2

当該値 192.8 234.1 222.9 211.7 170.9

H26 H27 H28

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
　①収益的収支比率（【誤】170.9→【正】190.6）
については、100%以上であり、収支は黒字である。
利用者がほぼ島しょ部航路利用者に限られており、
料金収入に変動が少ないため、収益的収支比率はほ
ぼ横ばいで推移している。
　広場式駐車場であり施設の改修費等の費用が抑え
られているので、④売上高GOP比率（【誤】45.5→
【正】50.1）は、低下傾向ではあるが、高くなって
いる。
　繰入金等もなく②他会計補助金比率と③駐車場一
台当たりの他会計補助金額は0であるため、経営は
健全である。
　⑤EBITDA（【誤】48,523→【正】4,071）につい
ては、利用者がほぼ島しょ部航路利用者に限られて
いるため総収益が低く、平均値よりも大幅に低く
なっている。H26 H27 H28 H29 H30 H27 H28 H29 H30H29 H30 H26

該当数値なし 届出駐車場 広場式 30 95 200 代行制 【】

分析欄

無 2,472 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ３Ｂ２ 非設置 公共施設

－

経営比較分析表（平成30年度決算）
香川県丸亀市　港駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)
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①収益的収支比率(％)
【297.1】
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⑩企業債残高対料金収入比率(％)
【103.6】
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②他会計補助金比率(％)
【5.3】
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【30】
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【199.3】
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⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【16,102】

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

平成30年度全国平均

0.0

205.5 187.9 139.7   平均値 351.1 278.9

当該値     
0

H26 H27 H28

平均値   

 当該値    

平均値      

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
　現在、収支は黒字で経営自体に問題はない。
　当該駐車場は、平成21年度より駐車の開始時刻か
ら1時間以内を無料にしたことで、利用者数は増加
し、使用料も増加傾向にある。しかしながら、地下
構造であるため、施設の改修に膨大な費用がかかっ
ており、今後老朽化に伴って更なる設備投資が見込
まれる。
　令和2年度に策定を予定している経営戦略の中
で、今後10年間にかかる修繕費や更新費用の見込み
を算出するとともに、さらなる利用促進を図る取組
みを検討したい。

401,449

⑧設備投資見込額(千円)

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30H29 H30

 19.8 19.9 4.7 当該値 0.0

37,745 35,151 29,367平均値 18.2 17.5 14.3 11.8 8.6平均値 202 177 145 108 90

当該値 766 △5,813当該値 0 0 0 0 0

平均値 37,843 36,318

H30 H26

4,507 3,895 48,523当該値 4.8 △12.9 15.7 13.4 45.5

181.6 　当該駐車場が地下構造で、今後老朽化による大規
模修繕が必要になってくるため、⑧設備投資見込額
（【誤】0→【正】2,007,948）が高くなっている。
他駐車場の老朽化の状況も見ながら、計画的かつ適
正な設備投資に努めたい。
　⑩企業債残高対料金収入比率（【誤】4.7→
【正】14.6）については、平成28年度に実施した防
犯カメラ設置工事にかかる地方債残高があるが、類
似施設の平均値よりは大幅に下回っている。

3. 利用の状況について
　当該駐車場は、駅前に立地していることや、近隣
に美術館や図書館もあるため利用者が多く、⑪稼働
率が平均値よりも大幅に高くなっている。
　地下1階部は頻繁に満車になるため、駅北側にあ
る利用者数の少ない福島駐車場の最高金額を500円
に設定し、当該駐車場（最高金額1,000円）の混雑
緩和と福島駐車場の利用促進を図っていることもあ
り、前年度に比べ稼働率が低下している。

H28 H29 H30

2.資産等の状況

15.1 15.0 10.5 平均値 182.5 185.2

H27 H28 H29 H30 H26 H27H26 H27 H28 H29

2. 資産等の状況について
平均値 110.9 113.4 191.4 141.3 128.3 平均値 10.0 9.5

当該値 195.8 206.5 207.2 213.3 206.8当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

184.1 186.8

当該値 102.5 86.1 114.6 112.4 170.9

H26 H27 H28

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
 ①収益的収支比率（【誤】170.9→【正】119.6）
については、100%以上であり、収支は黒字である。
　繰入金等もなく②他会計補助金比率と③駐車場一
台当たりの他会計補助金額は0であり、健全な経営
ができていると言える。
　④売上高GOP比率（【誤】45.5→【正】18.7）に
ついては、類似施設平均値を上回っているが、⑤
EBITDA（【誤】48,523→【正】5,918）について
は、類似施設平均値を大幅に下回っている。これ
は、当該駐車場が駅前に立地しており使用料収入よ
る収益が比較的多くくなっている一方で、人件費や
施設の経年劣化による修繕費等の費用も多く要する
ため、結果的に低い数値となっている。

H26 H27 H28 H29 H30 H27 H28 H29 H30H29 H30 H26

該当数値なし 都市計画駐車場 地下式 28 263 200 代行制 【】

分析欄

無 4,123 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ１ 非設置 駅

－

経営比較分析表（平成30年度決算）
香川県丸亀市　駅前地下駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

①収益的収支比率(％)
【297.1】
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100.0
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200.0
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⑩企業債残高対料金収入比率(％)
【103.6】
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1.2

⑨累積欠損金比率(％)

0.0

0.2

0.4

0.6
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1.0

1.2

⑥有形固定資産減価償却率(％)
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②他会計補助金比率(％)
【5.3】
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【30】
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175.0
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185.0

190.0
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210.0

215.0

220.0

⑪稼働率(％)
【199.3】

△20.0

△10.0
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④売上高ＧＯＰ比率(％)
【26.3】

△10,000
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50,000
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⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【16,102】

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

③管渠改善率は、平成30年度は0.08％である。実績
としては、平成28年度に0.33km、平成29年度に
0.29km、平成30年度に0.23㎞の管渠更生を行ってい
る。丸亀処理区は、供用開始から40年以上が経過
し、老朽化が進んでいる管渠があることから、平成
27年度に策定した長寿命化計画に基づいて管渠更生
による長寿命化工事を行っている。
　浄化センター及びポンプ場についても老朽化が進
んでいることから、平成25年度に長寿命化計画を策
定し、平成26年度から長寿命化工事に着手してい
る。また、平成29年度からは、新浄化センターの建
設工事に着手し、水処理施設の建設を進めている。
平成29年度にはストックマネジメント（簡易版）を
策定し、平成30年度からは、それに基づき、計画的
に改築・更新を進めている。

2. 老朽化の状況

全体総括

経費回収率はここ数年100％を超えていたが、平成
30年度は100％を下回った。浄化センターやポンプ
場の運転管理委託料が労務単価の上昇により昨年度
より増加したことや企業債償還金の増加等が影響し
て汚水処理費用が増えた反面、人口減少や節水等で
有収水量は減少し、使用料収入が減ったことが主な
要因である。
　老朽化した管渠や施設の長寿命化工事、新浄化セ
ンターの建設等に伴い、企業債の借り入れも増える
見込みである。より効率的に改築・更新できるよ
う、平成30年度から令和2年度にかけて、次期のス
トックマネジメント計画を策定する。
　また、令和2年4月から地方公営企業法の一部適用
を開始予定であるため、持続的な下水道経営ができ
るよう、平成28年度に策定した丸亀市下水道事業経
営戦略の見直しを行い、適正な下水道使用料水準を
検討していく。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①収益的収支比率は、使用料収入の減等により昨年
度より低下し、約91％となっている。
④企業債残高対事業規模比率は増加傾向にあり、使
用料収入に対する企業債残高の割合は高いが、類似
団体平均値よりは低く抑えられている。
⑤経費回収率は、汚水処理費用の増加と使用料収入
の減少により、昨年度よりさらに低下し、平成30年
度は100％を下回った。
⑥汚水処理原価は、汚水処理費用の増加と有収水量
の減少により、昨年度より大幅に増加しており、汚
水処理に係るコストが類似団体平均値より高くなっ
ている。
⑦施設利用率は、昨年度とほぼ同じ値で推移してい
る。浄化センターは、合流区域から流入する異常降
水時の初期降雨の一時貯留池としても利用してい
る。
⑧水洗化率は、3ヵ年（平成28年度～平成30年度）
の水洗化促進活動計画に基づき、各戸への訪問等、
確実な事業実施により、昨年度よりやや上昇した。
今後も継続的に下水道への接続をお願いしていく。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 40.71 71.23 2,365 45,938 15.88 2,892.82

111.83 1,011.05 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 公共下水道 Bd1 非設置 113,066

経営比較分析表（平成30年度決算）
香川県　丸亀市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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当該値 0.00 0.00 0.00 0.10 0.08

平均値 0.10 0.27 0.17 0.13 0.10
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①収益的収支比率(％)
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H26 H27 H28 H29 H30

当該値 653.62 624.80 605.90 642.91 677.84

平均値 854.16 848.31 774.99 799.41 820.36

85.00

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 103.95 103.05 108.49 104.94 97.41

平均値 93.13 94.38 96.57 96.54 95.40

140.00

145.00

150.00

155.00

160.00

165.00

170.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 155.08 158.89 151.97 156.89 168.64

平均値 167.97 165.45 161.54 162.81 163.20

54.00

56.00

58.00

60.00

62.00

64.00

66.00

68.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 59.77 59.51 59.02 57.93 57.98

平均値 64.87 65.62 64.67 64.96 65.04

88.00

89.00

90.00

91.00

92.00

93.00

94.00

95.00

96.00

97.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 95.05 94.27 93.28 96.07 96.24

平均値 91.11 91.44 91.76 92.30 92.55

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【682.78】

【95.20】【58.98】【136.86】【100.91】

【0.23】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

経営比較分析表（平成30年度決算）
香川県　丸亀市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

111.83 1,011.05 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置 113,066

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 3.24 90.91 2,365 3,658 1.34 2,729.85

③供用開始してから約20年と比較的新しいことか
ら、管渠更生は実施しておらず、管渠改善率は0％
となっている。
 今後も事業計画に基づき、管渠の新設工事を行っ
ていく予定である。

2. 老朽化の状況

全体総括

供用開始してから比較的新しいため、建設改良費
は、主に事業計画に基づく管渠の新設工事を見込ん
でいる。中讃流域下水道へ接続しており、独自で終
末処理場を持っていないことから、維持管理費用や
建設費用が低く抑えられており、経費回収率や汚水
処理原価は類似団体平均値より良好である。しか
し、経費回収率は平成29年度から100％を下回って
いる。今後は有収水量の減少により使用料収入が減
り、さらに経費回収率が低下すると考えられる。
　令和2年4月から地方公営企業法の一部適用を開始
予定であるため、持続的な下水道経営ができるよ
う、平成28年度に策定した丸亀市下水道事業経営戦
略の見直しを行い、適正な下水道使用料水準を検討
していく。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①収益的収支比率は、約83～84％で増減を繰り返し
ているが、平成30年度は、主に企業債償還金の増に
より昨年度よりさらに低下している。
④企業債残高対事業規模比率は、類似団体平均値よ
りも低く、使用料収入に対する企業債残高の割合は
減少傾向にある。
⑤経費回収率は、平成30年度は約97％であり、昨年
度よりさらに低下している。企業債償還金の増によ
り汚水処理費用が増加したこと等が主な要因であ
る。
⑥汚水処理原価は、主に企業債償還金の増により汚
水処理費用が増加したことから、昨年度より増加し
ている。
⑦施設利用率については、中讃流域下水道へ接続し
ているため、終末処理場を有しておらず、該当する
指標がない。
⑧水洗化率は、3ヵ年（平成28年度～平成30年度）
の水洗化促進活動計画に基づき、各戸への訪問等、
確実な事業実施により、昨年度よりやや上昇した。
今後も継続的に下水道への接続をお願いしていく。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【1,209.40】

【83.36】【42.82】【219.46】【74.48】

【0.12】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

③4箇所の農業集落排水処理施設は供用開始してか
ら約10～20年と比較的新しいことから、管渠更生は
実施しておらず、管渠改善率は0％となっている。
　今後、設備の老朽化に伴い長寿命化工事の実施が
見込まれることから、平成28年度に農業集落排水処
理施設の機能診断を実施し、診断結果を受けて、平
成29年度に施設の最適整備構想を策定した。

2. 老朽化の状況

全体総括

農業集落排水施設の整備は完了しており、建設投資
は主に維持補修費である。使用料対象経費として
は、維持管理費用と企業債の元利償還金であるが、
経費回収率に現れているとおり、経営状況は、使用
料収入で汚水処理費用を賄うことが困難な状況であ
る。
　今後、平成29年度に策定した最適整備構想と公共
下水道への接続を視野に入れて、関係機関との調整
を進めていく。
　また、令和2年4月から地方公営企業法の一部適用
を開始予定であるため、平成28年度に策定した丸亀
市下水道事業経営戦略の見直しを行い、農業集落排
水事業の経営を総合的に検討していく。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①収益的収支比率は、平成30年度は約89％であり昨
年度より上昇しているが、これは主に繰入金の収入
増によるものである。
④企業債残高対事業規模比率は、企業債の償還に充
てる使用料収入が不足しているため、その償還費用
を繰入金と資本費平準化債で賄ったことから、平成
29年度と平成30年度は比率が0％となっている。
⑤経費回収率は、使用料収入の減により昨年度より
さらに低下し、平成30年度は約63％となっている。
類似団体平均値よりは上回っているものの、汚水処
理費用を使用料収入で賄えていない状態である。
⑥汚水処理原価は、汚水処理費用の減少率より有収
水量の減少率が大きかったため、昨年度より増加し
ており、汚水処理に係るコストが高くなっている。
⑦施設利用率は、晴天時の一日平均処理水量の減少
により昨年度よりやや低下しているが、類似団体平
均値よりは高くなっている。
⑧水洗化率は、3ヵ年（平成28年度～平成30年度）
の水洗化促進活動計画に基づき、各戸への訪問等、
事業を実施をしたが、人口減少等により、昨年度よ
りやや低下した。今後も継続的に下水道への接続を
お願いしていく。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 2.57 101.33 2,365 2,902 1.23 2,359.35

111.83 1,011.05 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置 113,066

経営比較分析表（平成30年度決算）
香川県　丸亀市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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①収益的収支比率(％)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値

平均値

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値

平均値

0.00

200.00
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1,000.00
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H26 H27 H28 H29 H30

当該値 31.99 43.08 94.41 0.00 0.00

平均値 1,044.80 1,081.80 974.93 855.80 789.46

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 63.06 60.09 65.53 64.07 63.35

平均値 50.82 52.19 55.32 59.80 57.77

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 223.25 237.76 219.83 222.32 225.32

平均値 300.52 296.14 283.17 263.76 274.35
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当該値 89.30 89.05 87.82 87.75 86.91

平均値 84.07 84.32 84.58 84.84 84.86

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【747.76】

【85.82】【52.23】【261.46】【59.51】

【0.02】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし


